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滴 翠 会 会 報
2023 第396号

社会福祉法人　滴 翠 会
月刊 平成３年１月創刊

12 月号

　

令
和
五
年
度
福
祉
功
労
者
表
彰

　

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会
に
勤
務
す
る
職
員

へ
の
表
彰
は
次
の
通
り
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
　

明
翠
苑　
　

長
谷
川
ひ
ろ
み

　
茨
城
県
知
事
表
彰

　
　

慈
翠
舘　
　

飯
田
絵
満
子

　
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　
　

滴
翠
苑　
　

小
神
野
仁
美

　
　

明
翠
苑　
　

勝
島　

新
吾

　
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
会
長
表
彰

　
　

十
五
年　
　

滴
翠
苑　
　

佐
藤
貴
美
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
神
野
仁
美

　
　
　
　
　
　
　

明
翠
苑　
　

勝
島　

新
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
谷　

広
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

込
山　

裕
之

　
　

二
十
年　
　

滴
翠
苑　
　

高
田
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
　

明
翠
苑　
　

石
塚　

将
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
あ
ゆ
み

　
滴
翠
会
永
年
勤
続
表
彰

　
　

十
五
年　
　

明
翠
苑　
　

佐
久
間
智
子

　
　

二
十
五
年　

慈
翠
舘　
　

久
保
田
景
子

厚 生 労 働 大 臣 表 彰 及 び 功 労 者 表 彰
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
五
九
―
三
六
三
一

　

苑
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

十
一
月
十
四
日
、
近
隣
の
衣
料
店
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
苑
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
滴

翠
苑
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

夏
に
入
る
前
、
冬
に
入
る
前
の
時
期
を
目

安
に
定
期
的
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
主
に
ト
レ
ー
ナ
ー
や
ア
ウ
タ
ー
等
の

冬
物
の
お
洋
服
や
厚
手
の
下
着
、
靴
下
を
販

売
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
様
は
、
数
あ
る
服
の
中
か
ら

自
分
の
好
み
の
服
を
「
こ
れ
が
い
い
か
な
」

「
こ
れ
似
合
う
か
な
」
と
お
買
い
物
を
楽
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
普
段
ゆ
っ
く
り
行
動
さ

れ
る
方
も
買
い
物
の
時
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
動

き
を
さ
れ
る
の
で
、
買
い
物
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
い
い
刺
激
に
な
る
の
だ
な
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
冬
本
番
と
な
り
ま
す
が
、
新
し

い
お
洋
服
で
、
風
邪
を
ひ
か
ず
に
こ
の
冬
を

乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
合
防
災
訓
練

　

十
二
月
六
日
に
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
滴
翠
苑
で
は
毎
月
避
難
訓
練
、
半
年

に
一
回
、
実
際
に
消
防
署
へ
の
通
報
訓
練
と

避
難
訓
練
、
消
火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夜
間
に
二
階
談
話
室
よ
り
出
火
し
た
と
い

う
設
定
で
職
員
二
名
が
消
防
署
へ
の
通
報
訓

練
、
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
苑
内
に
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、
職
員
か
ら
避
難
放
送

が
流
れ
る
と
利
用
者
の
皆
様
は
「
火
事
だ
！

逃
げ
ろ
！
」
と
大
き
な
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
避
難
し
ま
し
た
。
速
や
か
に
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
職
員
全
員
で
消
火
器
の
取
り
扱

い
方
を
確
認
し
、
消
火
訓
練
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
定
期
的
に
繰
り
返
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
火
事
は
起
こ
さ
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
が
、
万
が
一
の
時
に
皆
様

を
守
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

避 　 難 　 訓 　 練
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�
12
月
の
行
事

　

総
合
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　

12
月
６
日

　

ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会　
　
　
　

12
月
22
日

　

年
末
の
辞　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
29
日

　

お
誕
生
会

　

十
一
月
二
十
八
日
に
十
月
と
十
一
月
生
ま

れ
の
方
の
お
誕
生
会
を
行
い
ま
し
た
。
十
月

生
ま
れ
の
方
八
名
、
十
一
月
生
ま
れ
の
方
五

名
の
お
祝
い
さ
れ
ま
し
た
。

　

誕
生
者
の
方
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら

れ
、「
こ
の
よ
う
な
会
を
開
い
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
ま
た
一
年
元

気
に
頑
張
り
ま
す
」
と
元
気
に
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

余
興
と
し
て
輪
投
げ
を
行
い
ま
し
た
。
輪

投
げ
は
、
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
様
子
で
し

た
が
、
狙
い
を
定
め
て
一
生
懸
命
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
参
加
賞
で
お
菓
子
を
も
ら
っ
て

そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
談
笑
さ
れ
、
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
、
お
誕
生
会
は
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　

お
誕
生
者
の
方
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
一
年
元
気
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

十
一
月
四
日
に
利
用
者
様
、
職
員
共
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
冬
か
ら
春
に
か
け
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
が
流
行
す

る
た
め
対
策
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

今
シ
ー
ズ
ン
は
す
で
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
警
戒

し
て
い
き
ま
す
。
起
床
時
の
う
が
い
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
通
院
等
の
外
出
後
の
う
が
い
手

洗
い
を
徹
底
し
、
苑
内
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち

込
ま
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
家
族
の
皆
様
も
面
会
時
に
は
マ
ス
ク
着

用
の
ご
協
力
を
お
願
い
た
し
ま
す
。
ま
た
時

節
柄
体
調
等
崩
さ
な
い
よ
う
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

お 誕 生 者 の 皆 様
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
四
―
二
八
七
一

　

動
物
同
好
会
の
活
動

　

慈
翠
舘
に
は
様
々
な
同
好
会
が
あ
り
ま
す

そ
の
中
で
生
き
物
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
お

世
話
な
ど
を
す
る
「
動
物
同
好
会
」
に
つ
い

て
今
回
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
動
物
同
好
会
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

生
き
物
が
好
き
な
方
達
の
同
好
会
で
す
。
参

加
者
は
残
念
な
こ
と
に
年
々
減
っ
て
い
き
、

現
在
は
女
性
一
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
飼

育
し
て
い
る
動
物
は
、
雑
種
犬
の「
レ
モ
ン
」

と
い
う
名
前
の
女
の
子
で
す
。
活
動
内
容
と

し
て
餌
の
準
備
や
、
毛
の
手
入
れ
、
健
康
管

理
や
ス
ト
レ
ス
予
防
の
た
め
の
散
歩
に
加
え

て
定
期
的
な
通
院
を
職
員
と
協
力
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
レ
モ
ン
」
は
、
約
５
年
前
に
慈
翠
舘
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
女
の
子
と
は
思
え
な
い

く
ら
い
お
転
婆
な
性
格
で
、
散
歩
の
時
間
に

な
る
と
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
、
尻
尾
を
振
り
な

が
ら
飛
び
掛
か
ろ
う
と
し
ま
す
。

　

関
救
協
職
員
研
修
会管

谷
亜
紀
子　

　

救
護
施
設
職
員
の
心
得
、
先
駆
的
実
践
シ

ェ
ア
事
業
・
全
救
協
版
で
の
個
別
支
援
計
画

の
立
て
方
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

先
駆
的
実
践
シ
ェ
ア
事
業
で
は
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
事
業
と
し
て
一
般
家
庭
や
企
業
か
ら
使

い
き
れ
な
い
食
材
を
募
り
専
属
の
職
員
を
配

置
し
管
理
す
る
・
地
域
交
流
の
一
環
と
し
て

　

そ
ん
な
「
レ
モ
ン
」
も
苦
手
な
事
が
あ
り
、

病
院
が
大
の
苦
手
で
す
。
車
に
乗
せ
よ
う
と

す
る
と
、
身
体
を
か
が
め
て
必
死
に
抵
抗
し

ま
す
。「
レ
モ
ン
」
が
怖
が
ら
な
い
様
に
、

病
院
へ
向
か
う
車
の
中
で
は
背
中
を
な
で
て

あ
げ
た
り
し
ま
す
。

　

生
き
物
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、
命
の

尊
さ
を
感
じ
な
が
ら
活
動
出
来
る
、
奥
の
深

い
同
好
会
で
す
。

愛 犬 の 散 歩
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県
救
協
職
員
交
換
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
他
施
設
見
学
）

　

は
じ
め
に
利
用
者
の
生
活
を
拝
見
し
て
い

る
中
で
、
温
か
い
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
利
用
者
と
同
じ
目
線
で
悩
み
や
問

題
を
解
決
し
て
い
く
「
伴
走
型
支
援
」
が
出

来
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

環
境
面
に
つ
い
て
は
、
個
室
化
す
る
こ
と

で
年
齢
や
生
活
習
慣
の
違
い
な
ど
に
よ
る
利

用
者
の
ト
ラ
ブ
ル
や
不
満
は
あ
る
程
度
解
消

で
き
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

昨
今
は
救
護
施
設
の
役
割
と
し
て
利
用
者

社
会
復
帰
へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
生
活
課
題
な
ど
個
別
支
援
計
画
の

充
実
と
救
護
施
設
と
し
て
の
機
能
を
ど
こ
ま

で
拡
充
さ
れ
る
の
か
、
同
じ
救
護
施
設
の
職

員
と
し
て
非
常
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
見
学
を
通
し
て
、
改
め
て
自
分
た

ち
の
施
設
の
特
徴
を
見
つ
め
る
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
お
互
い
に
高
め
あ
う

関
係
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
�
12
月
の
行
事

　

ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会　
　
　
　

12
月
14
日

　

年　

末　

式　
　
　
　
　
　
　

12
月
29
日

入
所
者
が
育
て
た
野
菜
を
店
舗
に
置
か
せ
て

も
ら
い
売
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

何
か
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
・
や
っ
て
み
た

い
事
を
話
合
い
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
外
部

の
方
と
の
交
流
（
作
業
や
余
暇
活
動
）
で
し

た
。
感
染
症
対
策
で
外
部
の
方
と
の
交
流
は

難
し
い
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
感
染
症
が

落
ち
着
い
た
時
に
は
、
利
用
者
様
に
と
っ
て

良
い
刺
激
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

救
護
施
設
職
員
の
心
得
と
し
て
利
用
者
様

と
職
員
・
職
員
同
士
の
信
頼
関
係
の
大
切
さ

支
援
計
画
の
聞
き
取
り
方
法
や
、
日
常
の
何

気
な
い
会
話
の
中
で
体
調
の
変
化
、
い
つ
も

と
様
子
が
違
う
な
ど
の
、
さ
さ
や
か
な
変
化

を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

発
見
出
来
る
様
な
、
今
よ
り
も
っ
と
信
頼
関

係
が
築
け
る
支
援
が
出
来
る
と
良
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
紹
介

矢
口　

友
美　

　

こ
の
度
、
九
月
よ
り
入
職
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
矢
口
と
申
し
ま
す
。

　

今
ま
で
は
接
客
業
等
、
人
と
接
す
る
職
業

に
就
い
て
お
り
ま
し
た
。
救
護
施
設
は
、
初

め
て
の
仕
事
で
不
安
で
し
た
が
、
先
輩
方
に

丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

利
用
者
様
か
ら
も
、
何
も
分
か
ら
な
い
自
分

に
優
し
く
接
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
利
用
者

様
か
ら
「
矢
口
さ
ん
」
と
呼
ん
で
も
ら
い
、

沢
山
話
し
か
け
て
も
ら
う
時
が
一
番
嬉
し
い

で
す
。

　

早
く
業
務
に
慣
れ
て
、
利
用
者
様
か
ら
信

頼
さ
れ
る
様
な
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
入
職
し
て
日
が

浅
い
で
す
が
、
一
日
一
日
成
長
出
来
る
様
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
二
〇

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

明
翠
苑
で
は
、
ご
利
用
者
様
と
職
員
を
対

象
に
し
た
七
回
目
と
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
、
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
数
日

に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

世
間
で
は
、
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
終

息
し
て
い
ま
せ
ん
。
感
染
し
て
も
重
症
化
の

危
険
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、
今
年

の
五
月
八
日
よ
り
感
染
症
法
上
で
「
五
類
感

染
症
」
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
予
防

に
対
す
る
意
識
が
低
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に

も
感
じ
ま
す
。

　

明
翠
苑
の
職
員
は
「
手
洗
い
・
手
指
消
毒
・

う
が
い
・
マ
ス
ク
の
着
用
」
を
徹
底
し
、
感

染
予
防
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら
ず
、
高
齢
者
に

と
っ
て
感
染
症
は
脅
威
と
な
り
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
ご
利
用

者
様
に
感
染
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
気
を

付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大　

掃　

除

　

明
翠
苑
で
は
、
来
年
に
向
け
て
十
一
月
か

ら
隅
々
ま
で
大
掃
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

明
翠
苑
は
、
居
室
だ
け
で
も
約
40
室
も
あ

り
ま
す
。
と
て
も
１
日
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん

の
で
少
し
ず
つ
隅
々
ま
で
綺
麗
に
し
て
い
き

ま
す
。

　

掃
除
は
、
タ
ン
ス
の
上
、
照
明
機
器
の
枠
、

シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
な
ど
、
日
頃
で
き
な
い

よ
う
な
高
い
所
や
壁
、
障
子
の
桟
、
窓
拭
き

を
は
じ
め
サ
ッ
シ
の
桟
を
洗
っ
た
り
、
各
居

室
の
カ
ー
テ
ン
を
外
し
て
洗
う
な
ど
何
日
に

も
分
け
て
少
し
ず
つ
進
め
て
い
き
ま
す
。
最

後
に
綺
麗
に
モ
ッ
プ
掛
け
を
行
な
い
ま
す
。

　

重
い
荷
物
を
運
ん
で
い
る
と
利
用
者
様
か

ら
「
頑
張
っ
て
」「
綺
麗
に
な
る
ね
」「
高
い

か
ら
気
を
つ
け
て
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
頂

き
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
生
活
し

て
頂
け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
日
々
綺
麗
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

大 掃 除 の 様 子
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明翠苑ニュース
（11月分）

面　会　　　　０件　延０名来苑
外　出　　　　０件　外泊０件
ショートステイ　１名　延９日利用

ふぁみりー通信

11月の出来事

11月１日　「座談会」を行いました。
　今月の予定を説明したり、利用者
　様からの要望などを伺ったりしま
　した。
11月11日　「大掃除」を行いました。
　各居室のカーテンを外して、洗濯
　しました。利用者様から「綺麗に
　なった」と喜ばれていました。
11月15日　「介護用品点検清掃」で、
　利用者様が使用している車椅子の
　清掃やタイヤの空気圧の点検をし
　ました。
11月24日　お地蔵様の縁日でおやつ
　に甘酒を飲み、皆さんで縁日を祝
　いました。
11月28日　明翠苑の「図上訓練」を
　行い、職員のみで施設の防災担当
　者を中心に雪の日の対策を勉強し
　ました。これから寒くなるので注
　意していきたいと改めて感じました。
11月29日　クリスマスにむけて、各
　食堂などにクリスマスツリーやモ
　ール、電飾機器を使用したり職員
　特製の作品等で飾り付けを行いま
　した。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

設備点検

　今回は、明翠苑の設備点検につい
て紹介したいと思います。
　明翠苑には、いろいろな設備が数
多くあります。それらの設備は、専
門業者の皆様に定期的に点検を行っ
てもらいます。
　入浴やトイレ等に使用する水は、
一度受水槽に溜められますが、受水
槽の点検は、週に１回水質検査と同
時に行われています。
　施設から出た汚水は、浄化槽に流
れていきますが、こちらも週に１回
点検を行います。
　防災にとって重要な火災報知器や
非常通報装置、消火器や消火栓用ポ
ンプ、スプリンクラーなどの防火設
備は、年に３回の点検を実施してお
ります。
　キューピクル（配電盤）や漏電と
いった電気設備の点検は２ヶ月に１
回実施しています。
　エレベーターは、２ヶ月はリモー
トでの点検、３ヶ月に１回は人が来
て実際に点検を行っています。
　他にも細かいものを挙げるときり
がありませんが、設備は施設運営に
とって大変重要なものです。設備が
正常に機能しないと、ご利用者様の
生活に大きな影響があります。しっ
かりと機能するように日頃の点検を
疎かにしないようにしたいと思いま
す。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
八
二
〇
〇

翠　進　会
社会福祉法人滴翠会　退 職 職 員 後 援 会

滴翠会を退職された皆様の親睦と互助を進めます。

す
い

し
ん

か
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

11
月
11
日
㈯
・
15
日
㈬

11
月
27
日
（
月
）

利用者数　　　15名（男５名　女10名）
レクリエーション　運動会

　利用者の皆さんが全員参加でき
るように、２回に分けて「華翠会
舘運動会」を行いました。種目は、
玉入れ・カップ積み・新聞紙引き・
パン食い競争です。３チームに分
かれ、工作で作った旗を持ち大声
で応援しながら、どの方も一生懸
命に種目に参加していました。そ
して皆さんからはとても楽しかっ
たと喜んでいただきました。

利用者数　　　７名（男２名　女５名）
工　　作　　　クリスマスツリー作り

　今日は、松ぼっくりで小さくて
可愛いクリスマスツリー作りを行
いました。オレンジ・青・シルバ
ーに染めた松ぼっくりに、細いリ
ボンにビーズなどで飾りを付け、
そのリボンを松ぼっくりに巻き付
けていきます。最後に、雪に見立
てた綿を付けて出来上がりです。
皆さんが見えるところに展示し
て、眺めて楽しみました。

レ ク リ エ ー シ ョ ン ・ 運 動 会 の 様 子
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
三
四

　

感
謝
～
介
護
を
担
う
人
達
へ
。

　

今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
振
り
返
る
と
時
間
が

経
つ
の
は
早
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
十
二
月
号
。
今
年
一
年
を
通
し
て
お

世
話
に
な
っ
た
人
々
へ
の
感
謝
の
思
い
を
綴
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
を
支
え
る
人
達
。
石
岡
に
は
訪
問

診
療
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
名
医
の
先
生
が
い
ま

す
。
一
人
暮
ら
し
で
痛
み
や
不
安
と
闘
い
続
け

る
皆
様
が
ど
れ
だ
け
心
強
か
っ
た
こ
と
か
。
そ

し
て
先
生
と
連
携
し
的
確
な
看
護
や
理
学
療
法

(

作
業
療
法)

を
続
け
て
下
さ
る
事
業
所
の
皆
様
。

貴
方
た
ち
は
地
上
の
星
。
石
岡
の
至
宝
で
す
。

そ
の
姿
勢
は
格
差
の
拡
大
し
た
我
が
国
の
中
で
、

万
民
に
分
け
隔
て
な
く
必
要
な
医
療
を
施
し
Ｑ

Ｏ
Ｌ(

生
活
の
質)

の
向
上
に
寄
与
す
る
と
い
う

理
念
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
盤
石
。
決
し
て
揺

る
が
な
い
。
そ
し
て
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

人
々
。
そ
の
若
き
炎
を
燃
や
し
、
自
分
を
育
て

て
く
れ
た
石
岡
の
人
々
へ
恩
返
し
を
す
る
真
の

郷
土
愛
の
若
者
達
。
そ
の
後
姿
は
後
に
続
く
者

た
ち
の
道
標(

み
ち
し
る
べ)

と
な
る
。
狭
い
ス

ペ
ー
ス
で
も
迅
速
に
簡
易
浴
槽
を
設
置
。
温
か

な
湯
舟
で
穏
や
か
で
安
心
な
入
浴
を
支
援
す
る

皆
様
。
市
内
の
み
な
ら
ず
遠
く
離
れ
た
筑
西
市

で
そ
の
車
両
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

通
所
事
業
所
の
皆
様
。
送
迎
車
の
運
転/

体

調
確
認/
身
体
介
護/

レ
ク
活
動/

交
流
支
援/

家

族
と
の
連
絡
な
ど
そ
の
役
割
は
多
岐
に
渡
り
、

利
用
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
て
下
さ
る
。
一
人

で
退
屈
な
日
常
を
、
そ
の
優
し
く
温
か
な
手
、

眼
差
し
を
受
け
る
こ
と
で
生
き
る
活
力
を
再
燃

さ
せ
た
人
々
は
決
し
て
少
な
く
な
い
は
ず
。
人

と
人
の
関
わ
り
を
通
じ
て
生
み
出
さ
れ
る
も
の

ほ
ど
尊
い
も
の
は
な
い
。

　

福
祉
用
具
事
業
所
の
皆
様
。
貴
方
た
ち
は
身

体
の
不
自
由
さ
に
悩
む
人
々
の
生
活
環
境
に

「
い
の
一
番
に
」楔(

く
さ
び)

を
打
ち
込
む
。
そ

の
豊
富
で
先
進
的
な
知
識
は
利
用
者
の
自
立

(

自
律)

を
過
不
足
な
く
支
え
続
け
る
。
在
宅
生

活
を
支
援
す
る
う
え
で
の
実
質
的
な
フ
ロ
ン
ト

ペ
ー
ジ
を
担
っ
て
い
る
。

　

短
期
入
所
介
護
事
業
所
の
皆
様
。
利
用
者
の

安
心
安
全
な
生
活
を
支
え
つ
つ
、
介
護
者
の
ご

家
族
の
就
労
や
療
養
を
側
面
的
に
支
援
。
双
方

の
生
活
継
続
を
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

清
々
し
さ
に
心
よ
り
感
謝
。
そ
し
て
介
護
保
険

制
度
の
理
念
に
温
か
な
思
い
を
加
え
、
人
々
を

見
守
っ
て
下
さ
っ
た
石
岡
市
役
所/

保
健
セ
ン

タ
ー/

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー/

社
会
福
祉

協
議
会
の
皆
様
。
介
護
に
携
わ
る
皆
様
に
感
謝
。

本
当
に
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
る
べ
き
来
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き

こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員　

岡
野　
　

貴



今月のことば 97

善
も
せ
ず
罪
も
作
ら
ず
終
わ
る
年
は

佛
も
ほ
め
ず
エ
ン
マ
叱
ら
ず
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社会福祉法人　滴　翠　会 http://tekisuikai.or.jp/

養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
ユニット型特別養護老人ホーム　  明 　 　 翠 　 　 苑
シ ョ ー ト ス テ ィ 施 設　  明 　 　 翠 　 　 苑
独立型デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院
宗 教 法 人 時 宗 華 園 寺
社会福祉法人滴翠会退職職員後援会翠進会

職　員　募　集　中　詳しくは施設へご連絡下さい

☆ホットチョコレート
　寒い時にほっとひと息いれてみてはいかがでしょうか。
　牛乳１杯で一日の約1/4量のカルシウムが摂取できます。

●材　料（１人分）
　板チョコレート 1/2枚／牛乳 150㎖

●作り方
① マグカップに牛乳をいれ、レンジで１分加熱
② チョコレートを少し砕き、温まった牛乳に入れスプーンで軽
　 く混ぜる
③ もう一度レンジで１分加熱し、よく混ぜて完成
　 ※お好みで、砂糖やマシュマロを入れても良いです

慈翠舘　管理栄養士　廣瀬　聡子


